
 

2021年 7月 2日中東時事アップデート｜アミール ツァルファティ 

BeholdIsrael.org  1/9 
 

        

 
 
 

Amir Tsarfati 

[2021年 7月 2日中東時事アップデート 

アメリカとイランのこう着状態] 
 

シャローム！皆さん、アミール・ツァルファティです。イスラエルのガリラヤからライブでお届けできること

を、とてもうれしく思います。すでに安息日が始まっている皆さん、シャバット・シャローム。今日は、非常に

興味深い中東アップデートです。米国とイランの間の緊張感、それも、他でもなくイラクの土壌です。お話しし

たい非常に重要なことがたくさんあります。どうか、今すぐこのアップデートをシェアしてください。私たちは

ずっと、シャドーバンのようなことをされていて、時々制限もされています。ですから、今シェアしてくださる

方が良いのです。では、お祈りから始めて、アップデートに入りましょう。 

 

お父様、あなたに感謝します。あなたはアルファでありオメガであられ、アレフでありタブであられ、初めで

あり終わりであられ、あなたは時間を超えておられます。あなたはすべてをご存じで、終わりの事を初めから告

げ、まだなされていない事を昔から告げ、「わたしのはかりごとは成就し、わたしの望む事をすべて成し遂げる」

とおっしゃいます。ですから、あなたに感謝し、これからあなたがされる事に感謝します。また、あなたの恵み

によって、預言者にお与えになった御言葉を通して、私たちに未来を垣間見せてくださり、感謝します。それは、

私たちが怖がるのではなく、準備するためです。あなたに感謝します。私たちは今、世界の出来事を見て、あな

たの御言葉を調べ、そこから希望と励ましを集めることができます。イスラエルのガリラヤから、そして世界中

から、あなたの御名を祝福します。イェシュア・ハマシアッハ、メシア、イエスの御名によってお祈りします。

アーメン。 

 

〈電気の供給がストップしている中東の夏、灼熱地獄〉 

さて、シャローム皆さん。中東アップデートへようこそ。イスラエルのガリラヤか

ら、アミール・ツァルファティです。今日は、非常に興味深い中東アップデートがあ

ります。もちろん、米国とイランとの間の緊張についてです。しかしそれは、イラン

の土壌や、米国の土壌ではなく、実際にはイラク土壌と、シリアの一部でです。それ

について、すべてお話ししますが、その前に、現在、中東は夏です。そして、「夏」

というと、場所によっては、気温が 50℃を超えるのです。さて、なぜこんなことを言

っているのでしょう？それは、イラクには電気がないのです。今、イラクで何が起こ

っているか、ご覧ください。人々が通りに出ています。屋内にいられないからです。

電気がないのです。さて、電気がない理由はいくつかありますが、他の何でもなく、

すべては人が関わっています。第一に、非常に腐敗した体制があって、そして、エネ

ルギー大臣は、数日前に辞任に追い込まれました。彼らは自分たちの懐を満たし、国

民に必要なものを提供しません。次に、この倒された高電圧塔を見てください。それ

らの多くは、実際誰が倒したと思いますか？ISISです。ISISは、イラクのシーア派に

恥をかかせ、苦しめて、彼らを止めようとしています。そして今、皆さんが見ている

これが、それです。ISIS は、イランの最大の問題です。後ほど、それについてお話し
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します。もう一つの主な理由は、イラクはイランの電力供給に頼っていて、――イランは、イラクの電力を販売

しています。そして、イラン国内すべての電力需要が高く、電力不足のために、イラン国民の反乱が起こること

を恐れて、イランは、イラクに送電している電力を 1,400 メガワットから、たったの 200 メガワットに削減しま

した。イラクには、ほとんど何も残っていません。バグダッドの国際空港で電気がないのは、彼らがクウェート

に侵攻した戦争（書記注：1990 年 8 月）以来、初めてです。前代未聞です。イラク人は、どうして良いかさえ分

かりません。電気はなく、水もなく、絶望的で、彼らは通りに出て、暴動を始めています。どうしたら良いのか、

分からないからです。彼らは本当に途方に暮れ、イラク人は今、大いに苦しんでいます。日陰で 50℃、日陰では

なく炎天下では 60℃。人間が耐えられる気温ではありません。しかし今、苦しんでいる国は、イラクだけではあ

りません。シリアでもまた、電力が低下し、イラクほど悪くありませんが、シリアの人々は、何時間も暗やみの

中にいます。そして、電気がない暑い日には、冷蔵庫が、何か他のものとして使われています。これは、シリア

の人が投稿した写真です。ご覧の通り、彼は冷蔵庫を靴箱として使っています。明らか

に、この冷蔵庫が機能するための電力がありませんから。ところで、イラクの人たち

が、赤ちゃんを冷蔵庫に入れている写真を見ました。そっちの方が、まだ少し涼しいか

らです。彼らは文字通り、冷蔵庫に赤ちゃんを入れているのです。信じられません！し

かし現在、電力不足に最も苦しんでいる国は、文字通り、私たちの目の前で崩壊してい

る国、レバノンです。そして、レバノン国民は毎晩外に出て、――外は完全な暗やみな

ので、彼らは外に出て、ただ暴動を起こし、通りに群がっています。ほら、これがレバ

ノンです。そしてレバノンは今、多くの異なる従属国の国

になりつつあります。シーア派のイスラム教徒、スンニ派

のイスラム教徒、キリスト教徒、ドゥルーズ、それから、他の一族。誰もが今、

自分たちのことで精いっぱいで、中央政権がないこと、軍隊は何もできないこと

を、皆が理解しています。あちらのザレ市では、実際に軍隊が街から追い出され

てしまいました。「出て行け！お前たちは何もせず、役立たずだ！」ヒズボラに

対する怒りと鬱憤が炎上しています。彼らが、その状況をもたらしたからです。

燃料もガソリンもなく、信じられないかも知れませんが、人々はロバを使ってい

ます。燃料不足のため、ロバの値段が高騰しました。そして今度は電力不足で、絶望的です。文字通り、私たち

の周りの国々は…ほら、私はこの美しいオフィスに座っていて、ここにはエアコンがあって、水道からは水が出

てきます。私はこの蛇口から出て来る、一滴一滴に感謝します。ここから約 50～80km離れた国々では、それがあ

りませんから。これは本当に心が痛みます。後ほど、それについてお話しします。 

 

〈米国中央軍司令官、マッケンジー将軍の懸念〉 

今夜のトピックは、「最近の米国とイランの衝突」です。そこで、重要なことを説明しましょう。この 2～3ヶ

月の間、私はここ（中東アップデート）と、またテレグラムでも報告しましたが、米

国中央軍司令官、マッケンジー将軍が懸念を表明しました。イラクの民兵が現在、無

人の航空機システムやドローンを使用していて、そのうちのいくつかは非常に小さ

く、いくつかは少し大きいですが、すべてが超致命的になり得ます。だから彼は、議

会の公聴会からホワイトハウスでの記者会見に至るまで、ずっとそれを警告して、国

防総省に伝えてきました。 

「これは、我々には対処できないものだ。なぜなら、これらの小さな構成要素は、レ

ーダーの下を飛行し、奇襲するからだ。ロケットなら大丈夫、飛行機でも大丈夫、戦

 

 

 

https://beholdisrael.org/


 

2021年 7月 2日中東時事アップデート｜アミール ツァルファティ 

BeholdIsrael.org  3/9 
 

車や大砲なら大丈夫だ。それらに対処する方法は知っているが、それらの小さな小さなドローンはレーダーの網

をかいくぐる。それらは高速で飛行し、飛行する。これは良くない」 

 

〈イラン傘下にある、イラクの民兵組織〉 

さて、皆さん。イラクには中央政府があるかもしれませんが、それには力がなく、国家の本当の支配者ではな

いのは、確実です。イランは、レバノンやイエメンでしたのと同じように、イラク国内に二つの主要機関を持つ

ことに成功しました。イエメンではフーシ派、レバノンではヒズボラ、イラク

では、彼らはハシド・アル・シャービを作りました。ハシド・アル・シャービ

です。これをご覧ください。基本的に、それは民間動員力で、約 40 人の民兵

組織で構成される、イランの傘下軍事組織です。さて、なぜ私はそれを言って

いるのか？そのうちの一つは、カタイブ・サイイド・アル・シュハダ。これを

ご覧ください。カタイブ・サイイド・アル・シュハダ。彼

らは独自の旗を持っています。さて、なぜ私は、それにつ

いて言及しているのでしょう？…ところで、カタイブ・サイイド・アル・シュハダはイラク

の民兵で、イランが支援する、このイラク民兵を、発売予定の私の著書「ヨクタン作戦

（Operation Joktan）」の中で言及しています。この本は、フィクションの部類かもしれま

せんが、全くのフィクションではありません。私は実際の出来事、本当の民兵を描写してい

て、カタイブ・サイイド・アル・シュハダは、その本のスターです。ですから、私たちが本

の中で言及した組織を、米国が攻撃しているのは、興味深いです。11月発売予定です。 

 

〈イランのメガ・プランと、シリア‐イラク国境での米軍の攻撃〉 

では、米国の攻撃に戻りましょう。なぜなら、民兵に対する米国の攻撃が起こった場所は…しかし、起こった

こととその理由を話す前に、イランの“メガ・プラン”をご説明しましょう。イランのメガ・プランは、イラン

からイラクとシリアを越えて、レバノンへの陸橋を造る計画

です。そうして、はるか地中海まで、シーア派の三日月地帯

を造るのです。基本的には、そういうことです。そして、イ

ラクからシリアに入る、彼らの主な地点は、アル・カイム国

境交差点とアル・ブカマル市です。さて、その直後の、米軍

基地があった地域の地図もご覧ください。見てください。ユ

ーフラテス川があります。そして、ユーフラテス川の向こう

側に米軍がいて、それからヨルダンとの国境にも米軍がいま

す。しかし皆さん、すべてが起

こった場所、実際のホットゾー

ンを見てください。シリアの東

部からずっと、拡大しました。

グレーのイラクと、ベージュの

シリアとの境界があって、ユー

フラテス川がそこを流れていま

す。オマール油田と、コノコガ

ス田は、アメリカとクルド人の
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手に渡っていて、反対側のディル・アズール、マヤディン、アル・ブカマルは、イラン革命防衛隊によって完全

に支配されています。そして、それらのすべてが入る地点は、アルカイム国境交差点です。すぐにご覧いただき

ますが、イラクとシリアの間のアルカイム国境交差点。はい、

これです。さて、なぜ私は、そのようなことを言及している

のでしょう？画面を元に戻しましょう。皆さん、アメリカは

数日前に、数機の F-35と F-16を送って、アルカイム国境交差

点で、いくつかの設備を破壊しました。それは実際に、二つ

の異なる旅団を襲いました。先ほど述べた、イラク民兵です。

一つは、第 14 旅団、ハシド・アル・シャービ。もう一つは、

イラクのカタイブ・ヒズボラ旅団。さて、なぜ私はそれを言

及するのか？イランは、アルカイム国境交差点を使って、地

対地ミサイルを積載した、冷蔵トラックを持ち込んでいます。

そして、その領域に巨大な冷蔵格納庫があって、彼らは、すべての武器をそこに保持しています。なぜなら、あ

の暑さの中では、それらの武器が、実際に熱で爆発する可能性があるのです。だから、それらを冷蔵保存する必

要があります。皆さん、理解してください。イランとイラク、彼らは自国民よりも、ロケットを大事にしている

のです。国民にはエアコンがなくて、ロケットにはあるのです！私が言いたいのは、アメリカは何ヶ月もの間、

これらのドローンが大きな問題であると警告されてきました。しかし、私が思うに、私が間違っていなければ、

アメリカ軍は、イランが新しい武器をイラクに密輸し、今それらをシリアに密輸していて、彼らが、米軍基地に

対してそれを使おうとしていることと、その流れを変える武器は、対空ミサイルやそのようなものと関連してい

て、その地域での米穀の活動を、本当に麻痺させる可能性がある事に気づいたのです。アメリカは手遅れになる

前に、攻撃することを決意し、基本的に攻撃したのです。そして、その攻撃に続いて――ちなみに、その攻撃で

11 名が死亡し、そのうちの 5 人がイラクに埋葬されました。その攻撃に続いて、別の組織が、シリアのオマール

油田近くの米軍基地にロケット弾を発射したことが分かっています。さて、注目してください。アメリカは、バ

グダッドから遠く離れたイラク民兵を攻撃し、そして民兵は、シリア側からも遠く離れた、バグダッドの米軍基

地を攻撃しました。なぜ、私はそのようなことを言うのでしょう？アメリカは、首都の隣にある、ハシド・ア

ル・シャービとヒズボラ・イラクを攻撃して、イラク政府に恥をかかせたくありません。それは、イラク政府の

主権の侵害になりますし、彼らに恥をかかせたくなかった。その一方で、同じことがイランにも当てはまります。

彼らは、ウィーンでのイラン核合意に関する会談で、アメリカを攻撃して、失敗させるようなことはしたくあり

ません。だから、誰もが独自のダンスを踊って、攻撃はするが、完全に全体を破壊するようなことはしていませ

ん。さて、皆さん、知っておいてください。中東では、意図ではなく、行動によって人を判断します。だからア

メリカは、18 ヶ所を攻撃できたのに、そのうちの 3 ヶ所しか攻撃しなかったとき…それらはすべて、敵対的要因

です。アメリカの基地に向けられているロケット発射台があって、彼らはそれを破壊することもできたし、地対

地ミサイルの格納庫を破壊することもできました。しかしアメリカは、それらには一切、手を触れませんでした。

だから、アメリカが完全にやり遂げることを恐れていることを、誰もが理解しています。 

 

〈米軍、アフガニスタンから完全撤退、イランの危惧〉 

第二に、この数時間で起こっていることを見てください。これをご覧ください。ここ数時間で、アメリカはア

フガニスタンから完全に撤退しました。皆さんがそれを聞いたかどうかは分かりませんが、もともとバイデン政

権は、9 月 11 日までに、アフガニスタンからの軍隊を撤退させ、家に帰すと言いました。それが当初の計画でし
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た。9 月 11 日までに。しかし現実は、今朝の時点で…見てください。バグ

ラム空軍基地内と、その地域の他の部分も、すべての NATO と米軍が撤退し

ています。皆さん、終わりました。アメリカはアフガニスタンを失い、ア

フガニスタンの 81％は、すでにタリバンの手に落ちていて、そして、イラ

ンがそれを危惧しています。イランは考えています。「アメリカは、スン

ニ派地域を一掃し、スンニ派が国を乗っ取ることを可能にしている。しか

し、シーア派イラクや、シリアに関しては、アメリカは動いていない。」

実際、見てください。アメリカはイラクから撤退すると約束しましたが、

その予定は明らかにしていません。イラクからの撤退について何と言って

いるか、見てください。実際に、それに関してタイムラインはない、と言

います。見てください。さて、それにはイランが激怒しています。思い出

してください。彼らはイランからイラク～シリア～レバノンまで、すべて

をコントロールしたいのです。彼らはレバノンを支配しています。彼らに

は、そこにはヒズボラがいます。彼らはイラクを支配しています。しかし

まだ、二つの要因が彼らの道を阻んでいます。一つは米軍で、もう一つは

ISIS です。ISIS はまだそこにいて、まだ生きて暴れていて、本当に邪魔を

しています。見てください。ISIS がそれらの高圧鉄塔を倒して――だから、

イラクには電気がありません。そしてそれは、イラクとその後援者イラン

にとって屈辱です。ISIS は、イラン人を攻撃し殺害していて、シリア人を

攻撃し、ロシア人を攻撃しています。いつでも、彼らが終わったと思うと、

再び浮上してきて、彼らは再び攻撃します。ですからイランは、この二つ

の要素を取り除く必要があるのです。皆さん、イランはアメリカをイラク

から追い出し、シリアから追い出そうとしています。それはシーア派の三

日月地帯を造る、彼らの目標を完成させるためです。間違えてはいけませ

ん。イランは「明日、何かを手に入れる」というふうには活動しません。

彼らは長期計画を持ち、忍耐力があって、右にも左にも逸れずに、待ちま

す。彼らは、どれだけ時間がかかっても、任務を完了します。それから皆さん、このすべてから思い出さなくて

はいけません。アメリカは他の場所で、勢力を縮小しています。まだ動いていないのは、イラクとシリアだけで

す。 

 

〈アメリカ、中東の同盟国から撤退〉 

しかし、これをご覧ください。私たちが知っている限りでは、アメリカは今、サウジアラビア、クウェート、

ヨルダンから武器と軍隊を撤退し始めています。間違いなく、アメリカ

は消えつつあり…彼らは文字通り、中東から消えつつあります。イスラ

エルはそれを理解しており、サウジアラビアはそれを理解しています。

ほら…「米軍が、中東から何百もの軍隊、航空機、対ミサイル発射台を

撤退。」繰り返しますが、これらは同盟国です。サウジアラビア、クウ

ェート、ヨルダン。同盟国です。そしてアメリカは…ところで、なぜだ

と思いますか？現政権は中東を、中国ほど問題視していません。だから

彼らは、すべての軍隊を集め、中国に注意を向けたいのです。一方、私

の聖書は…皆さんの聖書もそのはずですが。中国が世界の問題で、そこ
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で戦争が起こる、とは言っていません。実際、それは中東です。だから、アメリカは巨大な間違いを…といって

も、それは、私たちにずっと前から告げられてきた巨大な間違いで、彼らは今、それをやっているのです。 

 

〈世界中のリーダーシップ危機、エゼキエル戦争と反キリスト登場前夜〉 

そして、私たちは今、中東のリーダーシップ危機を目の当たりにしています。イスラエルにも指導者がいませ

ん。これは弱い政府です。今、ヨーロッパ全土で、リーダーシップ危機を見ています。念のために言っておきま

すが、ヨーロッパでは移民の波が押し寄せています。今は、COVID の問題がはるかに減り、移民が今、イタリア

の島々のいくつかに戻って来ていて、そこからイタリア本土、それからフランスや他の場所に行っています。ま

た、ヨーロッパのもう一つの入り口はスペインからで、間違いなく、彼らはフランス、ドイツにも向かっていま

す。こんにちのドイツでは、間違いなく、ネオナチが 3,500人なら、「グレイ・ウルブズ（Grey Wolves）」と呼

ばれるものが 18,000人です。彼らは、過激なトルコのイスラム主義者で、ドイツの市民権を持っています。そし

て、彼らは誰でも、スンニ派イスラム教徒ではない人――キリスト教徒、ユダヤ教徒、アメリカ人、アルメニア

人、クルド人、ギリシャ人に敵対します。彼らはイスラム教のカリフ制を確立して、イスタンブールからヨーロ

ッパ全土、中国全土まで支配したいのです。そして彼らは、人々がドイツの西洋ライフスタイルに同化すること

を禁じています。そして彼らは唯一…よく聞いてください。彼らは唯一、トルコから指令を受けています。トル

コは、エゼキエル戦争に関わるだけでなく、EU 中央部の大部分を不安定にし、支配しているのです。皆さん、リ

ーダーシップ危機があり、アメリカは中東から消えつつあります。そして、私たちは、これらが起こるべきであ

ることを知っています。反キリストが登場するには、混乱が必要で、戦争が必要です。私たちは、それがエゼキ

エル戦争だと信じています。そして、平和を得るためなら何でもするという意欲や熱意が必要です。そのとき、

偽りの平和が署名され、偽の神殿が建てられ、そしてもちろん、反キリストの正体が明らかになります。さて、

これを見てください。思い出してください。エゼキエル 38章で、アメリカと言えば、本当に名前では書かれてい

ませんが、何が起こるか見てください。ヨーロッパでも、アメリカでも、どの国も、サウジや UAE でさえ、彼ら

は本当にイスラエルを助けませんが、イスラエルへの侵略に対して抗議します。ご覧ください。 

 
13   シェバやデダンやタルシシュの商人たち、およびそのすべての若い獅子たちは、 

 
彼らは、ゴグとその同盟国に何と言いますか？ 

 
あなたに聞こう。『あなたは物を分捕るために来たのか。獲物をかすめ奪うために集団を集め、銀や金

を運び去り、家畜や財産を取り、大いに略奪しようとするのか』と。 

（エゼキエル書 38:13） 

基本的に、私が今読んだ限り、イスラエルを助ける超大国は一つもなくて、全体を支配する超大国もありません。

アメリカは縮小され、その計画はすでにあります。 

 

〈アメリカが超大国ではなくなるという、周到に仕組まれた「計画」〉 

恐らくあなたは、「何の話だ？」と思っているでしょう。では皆さんにシェアしましょう。世界経済フォーラム

が、昨年だったと思いますが、グレートリセットについての動画を公開しました。確か、皆さんにお見せしたと

思いますが、もう一度シェアしたいと思います。中東から消えつつあるアメリカ、アメリカの縮小、国境の開放、

そして内側からも、アメリカが弱体化されていくのをご覧ください。これは偶然ではなく、周到に考えられた計

画です。その組織による、将来の予測を見てください。 
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 「2030年の世界の 8つの予測。」 

 

 

 

 

 

  「あなたは何も所有せず、そして、あなたは幸せになります。 

 

 

 

 

  あなたの望むものは、なんでも借りるようになり、それはドローンで配達されます。 

 

 

 

 

 

  米国は、世界有数の超大国ではなくなり、 

 

 

 

 

   一握りの国が、支配するようになる。 

 

 

 

 

はい。8 つの予測がありますが、二つ目をご覧いただきました。これは数年前に作られたもので、これが計画で

す。これは偶然ではありません。これが計画です。米国はもはや、世界の超大国ではなくなり、いくつかの国が

…私が見た旗のほとんどは、ヨーロッパの国でした。 

 

〈まとめ〉 

皆さん、理解する必要があります。私たちは前代未聞の時代に生きています。そして、私たちが中東で見ている

ものは、完全な崩壊のように見えるかもしれません。しかし、物事はバラバラになっているのではなく、それは、

然るべき所に収まりつつあるのです。私の友人、ジャン・マーケルさんが、いつもそう言います。そして皆さん、

理解する必要があります。主が、完全にコントロールしておられます。私たちは、初めにこう祈りました。神は

「わたしの望む事をすべて成し遂げる」と言う。そして神は、その恵みによって、これからしようとすることを

私たちに伝えてくださいました。それは、私たちが恐れるのではなく、備えるためです。だから、それは起こり

ます。物事は良くなりません。イスラエルも弱くなると、私は信じています。そしてその時、侵略や、そのすべ
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てが起こるでしょう。皆さんに理解していただきたいのは、こんにち、最も重要なことは、世界が何を経験する

かではなく、あなたがどこにいるか？です。あなたの人生で、このすべてが起こったとき、あなたは、どこにい

ますか？それが、あなたに対する、私の祈りです。私たちは、すぐにも主が来られて、私たちを連れて行ってく

ださる時に備えなければなりません。だからこそ、私は出来る限り教え、出来る限りのことを書いているのです。

発売予定のフィクションの本の中身さえ、信仰の要素があって、それが大半を占めています。ちなみに、本と言

えば、私たちの本は、私たちのウェブサイトでご購入いただけます。すでに 4 冊の本を執筆していて、一冊は、

11 月に発売予定の初のミステリー小説、他の著書は、オンラインで入手できます。ここ数ヶ月で配信した、新し

いメッセージは、すでにダウンロード版と DVD が出来ています。ところで、これらは YouTube で無料でご覧いた

だけます。しかし、誰かに提供したり、何かに使用するために、ご購入希望の方は、オンラインで入手可能です。 

 

 最後に、皆さんにお知らせです。この先、2

ヶ月ほどの間、このオフィスから中東アップデ

ートが行えません。7月と 8月の、この過酷な講

演ツアーをご覧ください。9 月は言及もしてい

ません。ワシントン、アイダホ州、カリフォル

ニア州、コロラド州、ニューメキシコ州、アリ

ゾナ州、ネバダ州、フロリダ州を訪れます。これは 7 月と 8 月で、その後、カリフォルニア、テキサス州、バー

ジニア州に戻って講演します。ですから、皆さんお祈りください。移動が守られるように、また、私の睡眠のた

めにも。残念ながら、あまりよく眠れなくて…。また、私のチームのためにもお祈りください。ご視聴いただき、

ありがとうございます。イスラエルと中東からのニュースをフォローした

い方は、テレグラムをダウンロードしてください。この後、その方法をご

覧いただけます。 

では、お祈りで締めくくりましょう。 

 

 

 

 

24 主があなたを祝福し、 

あなたを守られますように。 

 

25  主が御顔をあなたに照らし、 

  あなたを恵まれますように。 

 

26  主が御顔をあなたに向け、 

  あなたに平安を与えられますように。 

（民数記 6:24～26） 

 

 

 

この狂った世において、平和の君であられる主が、今よりとこしえに、ここででも、どこででも、あなたに平安

を与えてくださいます。主の御名はイェシュア、主こそが唯一の道、唯一の真理、唯一のいのちであって、主を

 

 
2021年 7月 8月のアメリカ講演ツアー 

スケジュール 
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通してでなければ、誰も御父のもとには行けません。主こそが、イスラエルの希望です。彼が異邦人の啓示の光、

神の国イスラエルの栄光、この世の救いであり、罪の唯一の解決策です。私たちが生きるために、死んでくださ

った方、そして主は今、御父の右に座し、私たちのためにとりなしてくださっています。そして、私たちは、主

が神の右に座を占めておられる場所、天にあるものを思わなければなりません。信者には、素晴らしい約束があ

ります。そのすべてを、御父に感謝します。このすべてを、イェシュアの御名によってお祈りします。 

アーメン。 

 

ありがとうございます。God bless you! 

シャローム、ガリラヤから I love you! 

ニューヨークでも、コロラド州でも、カリフォルニアでも、世界中、アジアでも、ヨーロッパでも、オーストラ

リア、ニュージーランドからも、私たちは皆さんからのメッセージ、電子メールを読んでいます。皆さんに感謝

し、皆さんを愛しています。 

ガリラヤから、God bless you! そして、シャローム。さようなら。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2021年 7月 2日 初回公開 

 

スマートフォンなどのカメラで読み込むと、このメッセージを YouTube で見られます。 

 ≪リンク先： https://youtu.be/U0YpMFwH7xs ≫ 
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